
※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。
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2. 老朽化の状況

全体総括

急激な人口減少に伴い、医療ニーズの質及び量が変化するとともに、
人材確保や医師の働き方改革に伴う対応が必要となる。現在、新病院
建設に向けた経営体力の強化を進めており、次の３つのプロジェクト
チームを設置し、病院全体で経営改善に取り組んでいる。
①地域医療連携推進では、他医療機関との連携を更に推進し、地域医
療の質の向上を図り、新規患者の獲得に繋げていく。
②診療報酬算定強化では、上位基準の取得や診療報酬算定漏れの防止
に加え、新たな施設基準の取得等に積極的に取り組む。
③PFM推進では、平均在院日数の短縮、病床稼働率の向上、新入院患
者の増加、救急搬送患者の受入れ数の拡大、手術件数増、管理料の適
切な算定等に繋げ、収益の増加を目指す。
この他、医業費用増加の減員となる人件費、材料費等の支出の抑制
や、病院経営管理を強化するための人材育成や専門性を持った職員の
採用及び外部人材登用を推進していく。また、医療コンサルタントな
どの外部アドバイザーの活用なども検討し、経営改善に努めていく。
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Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

コロナ関連補助金の減少や給与費の増加により、経常収支比率、修正
医業収支比率ともに100％を下回り、平均値と同程度まで低下した。
要因として、患者１人１日当たり収益が平均値を下回っていること
や、職員給与費対医業収益比率が平均値より高い状態が続いているこ
となどが挙げられる。役割機能に対応した施設基準・人員配置となる
よう体制整備を行い診療報酬算定強化に努め、定員管理計画による適
正な人員管理を行う必要がある。また、病床利用率向上のため、新規
入院患者獲得に向けた地域医療連携強化の取組みも継続する。
材料費対医業収益比率は、高額薬品等の使用増により上昇傾向だが、
継続して平均値未満であり、適切な管理ができている。また、診療材
料の使用状況等を把握・分析し、さらなる材料費の抑制に努める。
累積欠損金比率は改善傾向だったが、令和6年度に多額の欠損金を生
じ悪化に転じたため、黒字化に向けて経営改善を図る必要がある。

2. 老朽化の状況について

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R05 R06 有形固定資産減価償却率について、現病院が建設から40年以上を経過し
ているなど耐用年数を超えた建築物等を有していることから平均値を大
きく上回っている。現在、新病院建設に向けた計画を進めており、現有
施設に関しては、修繕計画により安全性を最大限に確保しつつ、効果的
かつ効率的な維持管理及び修繕を行う方針としている。
器械備品減価償却率は、厳しい経営状況を踏まえ器械備品の新規導入及
び更新を抑制しているため、悪化傾向にある。施設・設備と同様に、医
療機器等整備計画に基づき修繕又は更新するものとし、新規導入及び更
新については、新病院への移設の可否を含め、費用対効果が見込める場
合のみ実施することとしている。
１床当たりの有形固定資産は、新病院建設に向け設備投資を抑制してい
ることから、平均より低い値となっている。
今後、新病院建設を踏まえながら、施設・設備の最適化に努め、ＤＸ推
進及び収益増につながるよう、計画的に施設・設備の修繕及び更新を
行っていく。
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22.7 24.2 24.5 26.3 26.763.4 当該値

平均値 68.4 68.2 68.4 70.9 73.5平均値 84.9 86.9 86.4 86.7 85.0平均値 87.5 89.4 88.9 89.2 87.5平均値 103.9 106.6 103.5 96.8 93.6

当該値 71.1 70.3 67.6 77.8 73.2当該値 85.1 88.0 87.5 88.7 85.390.6 90.4 92.5 91.1当該値 97.7 103.4 102.9 98.9 93.5

Ⅰ 地域において担っている役割
公立病院として、地域医療構想に基づき、地域において中核的医
療を行う基幹病院として急性期機能を集約するとともに、医師・
看護師等を確保し、回復期及び慢性期機能を担う病院や在宅医療
を担う診療所等との連携を強化していく。そのため、次の３つの
役割の実現を目指すものである。
①高度急性期・急性期病院として、救急・災害医療など、市民の
安心・安全を守る基本的な医療需要に応える。
②患者に身近な地域で医療が提供されることが望ましいという観
点から、地域医療においてリーダー的な役割を担う地域医療支援
病院として、かかりつけ医等との連携を通じて地域全体で支える
医療提供体制の確保を図る。
③医療圏における基幹病院の公立４病院と機能分担を図り、医療
圏の医療提供体制の充実に資する。

R02 R03 R04 R05 R06 R02 R03 R04 R06 R02 R03 R04 R05 R06R05 R06 R02 R03 R04 R05

当該値 87.9
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※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
経営強化に係る主な取組（直近の実施時期）

1. 経営の健全性・効率性
機能分化・連携強化

地方独立行政法人化 指定管理者制度導入
（従来の再編・ネットワーク化を含む）

135,294 33,220 非該当 非該当 ７：１ 400

令和6年度全国平均

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 不採算地区中核病院 看護配置 最大使用病床（一般） 最大使用病床（療養） 最大使用病床（一般＋療養）

直営 28 対象 ド 透 未 訓 ガ 救 臨 災 地 輪 - - 423 【】

当該病院値（当該値）

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症） 許可病床（合計） － 類似病院平均値（平均値）

条例全部 病院事業 一般病院 400床以上～500床未満 自治体職員 423 - - ■

経営比較分析表（令和6年度決算）
静岡県焼津市　焼津市立総合病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核） グラフ凡例
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